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『ふくいの未来をつなぐ環境学習事業』 福井県エネルギー環境部環境政策課

～「水力発電」で未来とつながろう！～

開催日 会場・協力企業 参加者

令和６年７月３０日（火）
《午前の部・午後の部》

市荒川発電所
《関西電力株式会社》

県内小学生 ２１ 名

【感想】
・発電方法の長所と短所を考えながら色々な発電所が作られていて、面白いと感じました。
・排出される二酸化炭素が増えると大変なことになるということを知りました。
・エネルギーを作ることで地球温暖化が進んでしまうのなら、人間のエネルギーの作り方や二酸化
炭素を吸収してくれる自然の力の守り方を考え直さないといけないと思いました。
・知れば知るほど「知りたい」と思うことがたくさん出てきました。
・私たちが使っている電気は水からもできていて、すごいと思いました。手間をかけて作られてい
る電気なので大切にします。

１．今日の「知りたい」ことは、何かな？

・カーボンニュートラルとは何のことか。
・水やモーターで、どうやって発電するのか。
・水力発電が他の発電よりも優れているところ。

２．「カーボンニュートラル」って、なんだろう？

・排出した二酸化炭素を、植物などの二酸化炭素吸収
効果で、プラスマイナスゼロにすること。
・地球温暖化を進めないための方法。

４．もっと「知りたい」ことは、何かな？

・これからの水力発電の工夫について知りたい。
・火力発電や原子力発電の仕組みも知りたい。
・みんながもっと資源を大切に守ろうとする方法。

３．「ふくいの未来」のために、何がひつようかな？

・一人ひとりがカーボンニュートラルのことをもっと
知って、行動に移す事。
・使用するエネルギーをできるだけ削減すること。

ご参加ありがとうございました！

未来へつなぐ？カーボンニュートラル？ 見て、聞いて、体験してみよう！

【参加者のふりかえり】

カーボンニュートラル永平寺
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